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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第112期
第１四半期
連結累計期間

第113期
第１四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自  平成24年５月１日
至  平成24年７月31日

自  平成25年５月１日
至  平成25年７月31日

自  平成24年５月１日
至  平成25年４月30日

売上高 (千円) 4,690,827 4,333,929 17,875,630

経常利益 (千円) 205,391 52,701 667,833

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 136,576 △15,093 304,090

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 125,823 47,440 499,946

純資産額 (千円) 2,691,908 3,061,385 3,065,943

総資産額 (千円) 18,352,046 17,735,198 17,223,147

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 5.25 △0.58 11.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 14.2 16.8 17.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、現政権の経済政策、日本銀行による金融緩和等を背

景に緩やかな回復傾向にあるものの、海外では新興国の減速懸念や円安による輸入価格の上昇など国内

景気の押し下げ懸念もあり、依然として先行き不透明な状況として推移しております。

当社グループ主力ユーザーの水産業界におきましても、引き続き消費者の生活防衛意識の高まりによ

る低価格志向を反映し魚価が低迷していることに加えて、国内の鮮魚の漁獲量も全般的に低調であり、業

界を取り巻く環境は、依然として厳しい状況となっております。

このような状況のもと、当社グループは、収益の落ち込みをカバーすべく、前連結会計年度で開発期間

が終了した浮沈式の養殖網や酸処理剤等の新たな商品の拡充等により収益の強化を図りました。また、東

日本地区の復興需要の一巡後の体制整備の一環として、主力工場の勤務体制を３交替制から２交替制へ

移行をしました。

売上高は、東日本地区の復興需要がほぼ一段落したことにより、前年同期と比べて減少しました。利益

面は、売上高が減少したこと及び売上高の構成が変化したことにより、前年同期と比べて営業利益は減少

しました。営業外収益では、為替差益が減少し、営業外費用では、期中の借入残高の圧縮により支払利息が

減少しました。特別損益は、特に影響の大きいものは発生しませんでした。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,333百万円（前年同期比7.6％減）、営業利益は87百

万円（前年同期比62.3％減）、経常利益は52百万円（前年同期比74.3％減）、四半期純損失は15百万円

（前年同期は136百万円の利益）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

[漁業関連事業]

売上高は3,506百万円（前年同期比12.6％減）となりました。主な要因は、復興需要が一段落したこと

により、定置網、漁船等の売上高が減少したことによるものです。利益面は、定置網の売上高が減少したこ

とにより、セグメント利益は47百万円（前年同期比78.4％減）となりました。
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[陸上関連事業]

売上高は820百万円（前年同期比22.1％増）となりました。主な要因は、防虫ネットや獣害防止ネット

の売上高が、前期より引き続き好調なこと、施工工事の売上高が増加したこと等によるものです。利益面

は、施工工事の売上高が増加したことにより、セグメント利益は40百万円（前年同期比130.9％増）とな

りました。

[その他]

前期に引き続き産業用機械等の受注が低調に推移したこと等により、売上高６百万円（前年同期比

9.6％減）、セグメント損失は０百万円（前年同期は３百万円の損失）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ512百万円増加し、17,735百

万円となりました。その主な内容は以下のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ354百万円増加し、12,653百万円となりました。これは、現金及び

預金、たな卸資産が増加したこと等によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ156百万円増加し、5,071百万円となりました。これは、タイ・ニッ

トウセイモウ・グローバル Co.,Ltd.において建物の改修を行ったこと等によるものです。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ368百万円増加し、10,880百万円となりました。これは、短期借入

金が増加したこと等によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ147百万円増加し、3,793百万円となりました。これは、社債の発行

及び長期未払金が増加したこと等によるものです。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ４百万円減少し、3,061百万円となりました。これは、為替換算

調整勘定は増加しましたが、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金が減少したことによるものです。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は27百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年９月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,050,00026,050,000

東京証券取引所
(市場第一部)
名古屋証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は、1,000株であり
ます。

計 26,050,00026,050,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月31日 ― 26,050,000 ― 1,378,825 ― 510,292

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

51,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,847,000
25,847同上

単元未満株式
普通株式

152,000
― 同上

発行済株式総数
普通株式

26,050,000
― ―

総株主の議決権 ― 25,847 ―

(注) １　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年４月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

２  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式263株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日東製網株式会社

東京都港区新橋
二丁目20番15-701号

51,000 ― 51,000 0.20

計 ― 51,000 ― 51,000 0.20

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年５月１日

から平成25年７月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年５月１日から平成25年７月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,122,480 1,353,084

受取手形及び売掛金 6,765,827 6,917,741

商品及び製品 2,785,014 2,941,555

仕掛品 649,542 634,032

原材料及び貯蔵品 842,224 912,469

繰延税金資産 93,739 56,640

その他 614,058 429,305

貸倒引当金 △574,274 △591,301

流動資産合計 12,298,613 12,653,528

固定資産

有形固定資産 3,250,231 3,384,803

無形固定資産 168,290 156,290

投資その他の資産

長期営業債権 1,176,486 1,150,914

その他 1,028,574 1,069,718

貸倒引当金 △708,681 △690,459

投資その他の資産合計 1,496,379 1,530,173

固定資産合計 4,914,902 5,071,267

繰延資産 9,631 10,402

資産合計 17,223,147 17,735,198
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 3,296,834

※2
 3,350,771

短期借入金 4,748,946 5,451,436

1年内償還予定の社債 1,000,000 1,000,000

賞与引当金 197,020 161,373

その他 1,268,716 916,837

流動負債合計 10,511,517 10,880,418

固定負債

社債 100,000 200,000

長期借入金 2,570,865 2,562,620

長期未払金 151,564 189,352

退職給付引当金 595,233 615,856

役員退職慰労引当金 68,080 73,509

繰延税金負債 144,813 128,896

その他 15,129 23,158

固定負債合計 3,645,686 3,793,393

負債合計 14,157,204 14,673,812

純資産の部

株主資本

資本金 1,378,825 1,378,825

資本剰余金 510,292 510,292

利益剰余金 1,216,675 1,149,584

自己株式 △7,835 △7,835

株主資本合計 3,097,958 3,030,866

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23,723 △12,813

為替換算調整勘定 △132,471 △32,184

その他の包括利益累計額合計 △108,747 △44,998

少数株主持分 76,733 75,517

純資産合計 3,065,943 3,061,385

負債純資産合計 17,223,147 17,735,198
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
　至 平成24年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年７月31日)

売上高 4,690,827 4,333,929

売上原価 3,860,682 3,607,467

売上総利益 830,144 726,461

販売費及び一般管理費 597,867 638,951

営業利益 232,277 87,509

営業外収益

受取利息 10,368 10,607

固定資産賃貸料 1,407 5,030

為替差益 28,899 12,322

その他 14,602 18,581

営業外収益合計 55,277 46,541

営業外費用

支払利息 54,457 49,225

手形売却損 15,679 16,507

持分法による投資損失 3,822 8,258

その他 8,203 7,358

営業外費用合計 82,163 81,349

経常利益 205,391 52,701

特別利益

固定資産売却益 － 438

特別利益合計 － 438

特別損失

固定資産売却損 349 －

固定資産除却損 19 1,746

特別損失合計 368 1,746

税金等調整前四半期純利益 205,022 51,393

法人税、住民税及び事業税 62,050 33,216

法人税等調整額 △2,489 34,480

法人税等合計 59,560 67,697

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

145,462 △16,303

少数株主利益又は少数株主損失（△） 8,885 △1,209

四半期純利益又は四半期純損失（△） 136,576 △15,093
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
　至 平成24年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

145,462 △16,303

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35,045 △36,542

為替換算調整勘定 15,407 100,286

その他の包括利益合計 △19,638 63,743

四半期包括利益 125,823 47,440

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 116,937 48,655

少数株主に係る四半期包括利益 8,886 △1,215
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 手形割引高及び裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

受取手形割引高 3,112,591千円 3,204,523千円

　
※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しており　　　　　

　　　　　　　　　　　　ます。

なお、一部の連結子会社の第１四半期末日が金融機関の休日であったため、当該四半期末日の満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

受取手形割引高 68,055千円 81,079千円

支払手形 71,765 70,448

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年５月１日
至  平成24年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年５月１日
至  平成25年７月31日)

減価償却費 87,449千円 87,092千円

　

　

EDINET提出書類

日東製網株式会社(E00578)

四半期報告書

13/18



　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年５月１日  至  平成24年７月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年７月27日
定時株主総会

普通株式 25 １ 平成24年４月30日 平成24年７月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年５月１日  至  平成25年７月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月26日
定時株主総会

普通株式 51 ２ 平成25年４月30日 平成25年７月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年５月１日  至  平成24年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計
漁業関連事業 陸上関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,010,926672,3644,683,290 7,536 4,690,827

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － 　－ － －

計 4,010,926672,3644,683,290 7,536 4,690,827

セグメント利益又は損失(△) 217,887 17,578 235,465 △3,188 232,277

(注)  １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械・搬送設備等を含んで

　　　　おります。

　　  ２  セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年５月１日  至  平成25年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計
漁業関連事業 陸上関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,506,467820,6494,327,116 6,812 4,333,929

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － 　－ － －

計 3,506,467820,6494,327,116 6,812 4,333,929

セグメント利益又は損失(△) 47,149 40,587 87,736 △226 87,509

(注)  １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械・搬送設備等を含んで

おります。

　　  ２  セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年５月１日
至  平成24年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年５月１日
至  平成25年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

５円25銭 △０円58銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) 136,576 △15,093

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

136,576 △15,093

普通株式の期中平均株式数(千株) 25,999 25,998

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年９月５日

日東製網株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐 々 木    寛    治    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    久    貝    陽    生    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    田       宏       印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東
製網株式会社の平成25年５月１日から平成26年４月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年５月１日から平成25年７月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年５月１日から平成25年７
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東製網株式会社及び連結子会社の平成25年
７月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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